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タイが全滅寸前、タラが急増 
校長  田村 正弘 

  

魚の話ではなく、言葉づかいの話です。時代とともに新しい言葉が生まれ，時には国語辞典に新規で追加され

ることもありますので、言い回しが少しくらいおかしくても大騒ぎすることはないのは重々承知をしています

が、テレビ局のアナウンサーでさえも文法上不適切な言い回しを連発しているのは、さすがに気になってしまい

ます。それが見出しの「たい」の減少と「たら」の急増です。 

最近、テレビに限らず日常でも「ご意見などがありましたら、お聞かせいただけたらと思います。」というよ

うなフレーズをよく聞きます。「～たら」というのは、「条件表現」であり、「お聞かせいただけたら、ありがた

いです。」のように続きがなければいけないのです。同様に「～ればと思います。」という表現も溢れていますが

これも誤りです。ちょっと意地悪な言い方をすれば、「お聞かせいただけたらと思います。」に対しては、「お聞

かせいただけたら、残念なのですか？」と返したくなります。これが「ご意見などがありましたら、お聞かせい

ただきたいと思います。」と言うのであれば、「あなたは意見が欲しいのですね。」と納得します。 

最近、「たら、れば」表現が急増しているのはなぜでしょうか？私個人の分析ですが、「自己主張をすることを

躊躇する」風潮があるのだと思います。「たら、れば」表現は、「～して欲しい」のにもかかわらず、「～してい

ただければ」というように、行動の価値を相手に委ねているのです。自分がして欲しいことを、「～してくれた

らうれしい。」と言えずに「～してくれるかな？」と様子をうかがうのと似ています。一見、謙譲語のようで、

ていねいな印象ですが、実態は責任を相手に委ねる「ずるい言い回し」だと思うのです。 

今の時代、ＳＮＳの普及などで、全人類が評論家になり得ますので、「人に嫌われるのが一番恐ろしい」とい

う文化が定着しつつあります。そのような中で、言葉づかいが、どんどん「ていねいに思えるようで、実は文法

的におかしく、ずるい表現」に変化しつつあるのを危惧しています。多少の批判を怖がらずに、自分の思いを言

い切ることや、自己主張を通すことの尊さが失われないことを願います。 

学校では授業中に「間違ってもいいから、自分の考えを堂々と言いましょう。」という指導をします。しかし、

私も含めて教師や周囲の大人が、自己の思いを濁すような言い回しをしていては、子どもの言語環境が良好とは

いえません。 

ぜひ今日から、テレビを観ているときや、知人と会話をしているときに「～していただけたら（れば）と思い

ます。」と言う表現を探してみてください。きっと私と同じように「気になって仕方ない」日々が続くと思います。 

 
 

１１月の主な行事予定 

日 曜 行      事 スマ １６ 水 Ｂ クラブ 持久走事前健康相談  

１ 火 開校記念日 教育自習始  １７ 木   音楽朝会 学芸会予行 × 

２ 水 秋読書期間始 委員会   １８ 金 安全指導・点検 学芸会1日目(児童鑑賞日) × 

３ 木 文化の日  １９ 土 学芸会２日目（保護者鑑賞日）※給食なし × 

４ 金  WebQU(3456)  ２０ 日   

５ 土 土曜授業 引渡し訓練 ﾌﾗﾜｰﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ｸﾘｰﾝ作戦 × ２１ 月  振替休業日  

６ 日   ２２ 火 全校朝会 ＯＰ  

７ 月 全校朝会 歯磨きチェック  ２３ 水   

８ 火 教職員読み聞かせ  ２４ 木 給食集会 持久走月間始 交通安全教室(1456)  

９ 水 Ｂ４ 区小研 × ２５ 金 仲良し班活動 教育実習終  

１０ 木  学芸会係打ち合わせ  ２６ 土   

１１ 金   ２７ 日   

１２ 土   ２８ 月  5時間授業 全校朝会  

１３ 日   ２９ 火   

１４ 月   全校集会 学芸会会場準備・係打ち合わせ  ３０ 水 Ｂ 秋読書終 委員会 × 

１５ 火  歯科検診(456) 「学校で朝ごはん」(246)      

※( )の中の数字や文字は対象学年を示します。×はスマイル未開催日 OPはｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾀｲﾑ実施日 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置日は水・金 
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校 長  田 村 正 弘 



9/22 ３年 「モンシロチョウを育てて観察する」

9/2７

9/22  5・6年    10/3 

 

 

6年 10/12～14 

 

写真のように盛りだくさんの計画でしたが、なんとか天候にも恵まれ実行できました。

2 泊 3 日を欠席０病気０で全員元気に楽しく過ごし、思い出を作りました。 


